
非化石価値取引について
－再エネ価値取引市場を中心に－

資源エネルギー庁

2023年2月9日



１．非化石価値取引市場の全体像
２．最新の取引動向・事例
３．最新の制度整備の状況等
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１．非化石価値取引市場の全体像

ṕJEPXṖ

高度化法義務の達成【高度化法義務達成市場】

Å

Å FIT

Å 2022 2

再エネ価値の取引【再エネ価値取引市場】
Å RE100

2021 11
Å

Å FIT
Å 2021 ẑ ṕẑRE100 Ṗ

ṕOCCTOṖ

ṕJEPXṖ
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【参考】非化石電気が有する非化石価値の証書化について

¸ ( )

1. 電気そのものが有する価値(kWh 価値等)

2. 非化石としての価値( ゼロエミ価値等)

¸ 非化石証書とし
て電気と環境価値を別々で取引可能になった

証書化前

非化石電源
( 再エネ等)

(kWh )

( )

(kWh )

( )

証書化後

非化石電源
( 再エネ等) 非化石証書
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【参考】非化石価値取引市場の創設背景と意義

2017 年2月Ḳ非化石価値取引市場創設を決定

Å ṕ2030 年度Ṗ
V ṕ大手電力・新電力ṖḲ44 ％以上ṕ ṧ Ṗ

非化石電源を持たない事業者 取引所取引の割合が高い新規参入者 目標達成は困難

ẑ2016 年：高度化法目標見直し

Å 価値を顕在化 取引可能
非化石電源調達目標（2030 年度44% ）の達成を後押し

ẑ FIT ṕFIT Ṗ

非化石価値取引市場の意義

需要家からの意見を受けた制度見直し

Å 少しでも安く調達
Å 直接非化石証書を購入
Å トラッキングができる証書がFIT 非化石証書のみ

需要家からの主要意見

2021 年11 月：再エネ価値取引市場の創設

Å 1.3 /kWh 0.3 円/kWh に大幅に
Å需要家・仲介事業者の市場参加が可能に
Å FIT 全量トラッキング化

見直し後の内容

4
ṕ2021 2 3 Ṗ 7-1
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【参考】需要家アクセス改善に向けた非化石価値取引市場の見直し

¸ 1月15 日 梶山経産大臣 カーボンフリー電力の価値が適切に評価される、需
要家がアクセスできる環境整備 ①FIT 証書価格 ②需要家による直
接購入 ③需要家の利便性

夏頃までに改善策と実施スケジュールの取りまとめ

現状 需要家の声

ể FIT 1.3
FIT 賦課金による国民負担軽減に活用

ṕ FIT Ṗ

ü 少しでも
安く調達

ü

Ễ 小売電気事業者の目標達成を後
押しする制度 購
入対象を小売電気事業者に限定

ü 直接非化石証書を購入

ễ FIT トラッキングの実証
中 RE100 に活用可能

ü

他の証書の方が使
い勝手がよい

ü トラッキング
をできる証書がFIT 非化石証書のみ

29
ṕ2021 1 19 Ṗ 5
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【参考】制度見直し後の再エネ価値取引市場の主要ポイント

FIT
見直し後

FIT FIT

ṕ Ṗ

Ḳ1.3 /kWh Ḳ0.3 * /kWh

4
ṕỊ 11 2 5 )

4
ṕỊ 11 2 5 )

Ỉ Ỉ

ṕ Ṗ
FIT

* 2023 ṇ 0.4 /kWh Ḯ 6



２．現時点での非化石証書の種類と入札状況

¸ FIT 「FIT 証
書」「非FIT 非化石証書( 再エネ指定あり) 」「非FIT 非化石証書( 再エネ指定な
し) 」 ễ

市場 再エネ価値取引市場 高度化法義務達成市場

(1)FIT
(2) FIT
ṕ Ṗ

(3) FIT
ṕ Ṗ

FIT
FIT ( )

ẑ

ṕ
Ṗ

:4.0 /kWh
:0 .3 * /kWh

* 23 0.4 /kWh

ṕ

ể Ṗ
Ḳ1.3 /kWh
Ḳ0.6 /kWh

ṕ22 3
36

67 Ṗ

ṕ22 2 9 Ṗ

2022

ṕ 2 Ṗ

33 kWh
0.3 /kWh

10

36 kWh
0.6 /kWh

21

22 kWh
0.6 /kWh

13

ṕ2021 Ṗ
1,114 kWh 1,410 kWhẑ
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FIT証書 非FIT証書
(再エネ指定)

グリーン
電力証書

グリーン
熱証書

J-クレジット
(再エネ)

ẑ צּ ẑ צּ ẑ ẑ
ḱ ḱ

ḱ ṕ

Ṗ

ḱ

ṇ ṇ ḭ ḭ

1,100 kWh
(2021 Ṗ

770 kWh
(2021 Ṗ

54 kWh
ṕ Ṗ

3,4 97 MJ
ṕ Ṗ

560 t-CO2
ṕ Ḯ
ḱJ-VER Ḯ

2022 3 Ṗ

SHK CO2 ḱ

ḱ
אל CO2
ḭSHK

ṕ פּ אל

︣ CO2
Ṗ

CO2
צּ

︡ ḭSHK

ṕ פּ אל
︣

CO2
Ṗ

CO2
צּ

︡ ḭSHK

ṕ פּ אל
︣

CO2
Ṗ

SHK CO2

3
(2022 7 13 ) ể【参考】国内における証書・クレジット
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３．需要家が証書を直接調達した場合の証書の活用方法について

¸ CO2
他人から供給された電気の量 kWh

CO2 供給主体が小売電気事業者であるか否かは問
われない

¸ 2021 需要家が調達した非
化石証書の活用方法 小売電気事業者が活用する
際の計算方法と齟齬がないようにすべきである

¸

¸ FIT
FIT

¸ 小売電気事業者から供給された系統由来の電
気

¸

62
ṕ2022 2 17 ) 5
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４．需要家による証書の環境表示価値の活用について

¸ 11

¸ 需要家が取得した証書の再エネ価値を、どの期間の電気に活用することが可能か

¸ 1 Ṍ12
ṕỆ Ṍ 3 Ṗ

6
ẑ 6

¸ 21 年1月～12 月発電分の証書 21 年4月から22 年6月末までに
使用した電力に対して
ẑ 6

¸

63
ṕ2022 3 16 ) 5
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【参考】需要家、仲介事業者が証書を取得する際の会計・税務上の取扱について

üこれまでの非化石証書に係る取り扱いとの関係

ṕ Ṗ

ü非化石証書の取引に係る留意点

（１）消費電力量との関係

（２）証書の取引価格の妥当性

¸ FIT

60
(2021 12 22 ) 3-2
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５．トラッキングの概要

¸ 2019 2 (FIT Ṗ
FIT 証書の由来となる電源種や発電所所在地等の属性情報を明らかにすること

¸ 当該証書は国際的な再エネ導入拡大を進めるイニシアチブであるRE100 に活用すること
が可能。

¸ FIT 2021 Ị 21

¸ 2022 年度初回オークションより、日本卸電力取引所にて本格的な運用を開始済

Å Ḳ2019 2 Ṍ

Å ḲFIT ID

運転開始日又は予定日

Å ẑ1Ḳ 272 139 ẑ2

Å ẑ1Ḳ 22 kWh

Å Ḳ2021 8 Ṍ

Å Ḳ FIT ID

運転開始日又は予定日

Å ẑ1Ḳ 6 8
Å ẑ1Ḳ 3 kWh

FIT 証書 非FIT 証書

＜トラッキングの内容＞

ẑ1 20228 ẑ2 

60
ṕ2021 12 22 Ṗ 3-2
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１．非化石価値取引市場の全体像
２．最新の取引動向・事例
３．最新の制度整備の状況等
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¸ 2022 2 約33 億kWh
0.30 /kWh

¸ 36 67

６．再エネ価値取引市場の取引推移

0.0
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 35

2021/11/26 2022/2/10 2022/5/13 2022/8/31 2022/11/30

1 2 3 1 2

2021 2022

約定量( 億kWh) 約定最高価格（円/kWh) 約定加重平均価格（円/kWh)
kWh /kWh

73
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７．FIT トラッキングの需要量推移

¸ 22 8

2019 2Ὦ 2019 5Ὦ 2019 8Ὦ 2019 11Ὦ 2020 2Ὦ 2020 5Ὦ 2020 8Ὦ 2020 11Ὦ 2021 2Ὦ 2021 5Ὦ 2021 11Ὦ 2022 2Ὦ 2022 5Ὦ 2022 8Ὦ

FIT 0.1 0.04 1.1 1.9 0.8 0.6 1.5 5.1 4.5 4.5 19.3 13.4 21.4 32.6

ʺЕжАϺрϽ 0.1 0.03 1.0 1.8 0.8 0.6 1.4 2.3 2.3 2.7 18.4 12.6 19.4 21.9

0

5

10

15

20

25

30

35

FITトラッキング需要推移

ẑ2021 8 11 6

単位:億kWh

72
ṕ2022 11 30 ) 7
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【参考】都道府県別FIT トラッキングの需給状況（全体）
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【参考】都道府県別FIT トラッキングの需給状況( 太陽光）
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2021 年度分 都道府県別FIT トラッキング（太陽光）

ЕжАϺрϽᶤ ᴦ ᶤ ם ᶤ単位（左軸）:億kWh

72
ṕ2022 11 30 ) 7

17



【参考】都道府県別FIT トラッキングの需給状況( 風力）
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【参考】FIT トラッキングの参加者数推移

¸

 -

 50

 100

 150

 200

 250

 300

2019 2Ὦ 2019 5Ὦ 2019 8Ὦ 2019 11Ὦ 2020 2Ὦ 2020 5Ὦ 2020 8Ὦ 2020 11Ὦ 2021 2Ὦ 2021 5Ὦ 2021 11Ὦ 2022 2Ὦ 2022 5Ὦ 2022 8Ὦ

トラッキングの参加者推移

小売事業者等 発電事業者

ẑ202111

72
ṕ2022 11 30 ) 7

19



【参考】RE100 における技術要件の改定

¸ 10 24 RE100

¸ 2024 年1月以降に調達する電力

1.
2. ṕ PPA ṇ PPA )
3. ṕ ṇ Ṗ ṕ ṇ ḭ

ṇṖ
4.
ẑ וֹףּ RPS ḱ אל ךּ Ḯ

וֹףּ

ṕ2024 1
Ṗ

ḭ ṇ ḭ
פּ ךּ ḭ運転開始日（試運転日）またはリパワリング日から起

算して15年以内の電源からの調達が必要。ẑ1,2
ẑ1 15 נּ ḭRE100 ︣ 1 1 Ḯṕ Ḳ2025 (1 -12 Ṗ

ḭ2010 1 1 טּ כֿ צּ Ṗ
ẑ2 ּך טּ Ḯ

ḭףּ ךּ ḭ טּ Ḯ
Å

Å ךּ
Å 15 טּ ḭ長期契約のプロジェクトとして当初から参画している

案件ṕ Ḳ PPAḱ ṇ PPAḭ ḭ ︡
Ṗ

Å 2024年1月以前 ︡
※また、需要家の年間の電力使用量のうち15％までは、上記の15年以内の要件を満たさ
ない再エネ電力や証書の使用が例外的に認められるḮ

10 24 RE100 ṕ https://www.there100.org/sites/re100/files/2022 -
10/20221024_RE100%20technical%20criteria%2Bappendices.pdf Ṗ

71
ṕ2022 10 31 ) 6
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１．非化石価値取引市場の全体像
２．最新の取引動向・事例
３．最新の制度整備の状況等

21



８．最低価格の具体的水準の引き上げについて

¸

¸

¸

ṕ Ṗ

¸

0.5 /kWh

¸ 2

¸

ṧ0.1 /kWh 0.4 円
/kWh 2023 年度の初回オークションから適用

73
ṕ2022 12 21 ) 9
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【参考】最低価格の在り方

¸ ṕ Ṗ
グローバルな競争環境を見据え、海外の証書制度と遜色ない価

格水準を念頭に、最低価格（kWh 当たり0.3 円）を決定

¸ エネル
ギーを取り巻く情勢は国内外で大きく変化

¸

再エネ価値を取引する証書の価値が国内外で上昇傾向
この傾向は今後も続く可

能性が高い

¸ 再エネ価値とし
ての証書の最低価格引上げを求める声は引き続き根強い

¸ 2023 年度分のオークションから、現行の最低価格を引き上げる
方向で検討を深めることとしてはどうか

¸

72
ṕ2022 11 30 ) 7
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【参考】アンケートの内容について
¸ ṕ2021 11 Ṍ22 11 Ṗ1

¸ 220 153 ṕ 114 39 Ṗ

1. 企業名：

2. 再エネ価値取引市場への参加回数：

3. 2021 年度対象分（21 年11 月～22 年5月オークションまで）のFIT 証書の調達量(kWh) （仲介経由を含む）

4. FIT 証書を購入する理由について（いずれか一つ回答）

① RE100 やCDPなど国際イニシアティブや株主対応のため ② 自社の環境配慮計画などに向けた取組のため

③ サプライチェーンの脱炭素化など外的環境の変化に対応するため④ ①～③のニーズに対応したビジネスを提供するため⑤ その他（記載）

5. 使用電力量に占める再エネ比率について（21 年度と2030 年度の目標。※後者はもしあれば）（いずれか一つ回答）

（※電力小売事業者の場合は、提供する電力量に対して）

2021 年度：①0～20 ％、②20 ～40 ％、③40 ～60 ％、④60 ～80 ％、⑤80 ％超

2030 年度：①0～20 ％、②20 ～40 ％、③40 ～60 ％、④60 ～80 ％、⑤80 ％超

6. 使用電力における再エネ比率引上げの方策について（いずれか一つ回答）（※電力小売事業者の場合は、提供する電力量について）

①証書購入 ②再エネ電気メニューへの切替え③再エネ発電事業者からの直接購入（PPA等）④自ら再エネ電源へ投資⑤その他（記載）

7. 今後２年間の証書購入方針について（いずれか一つ回答）

①大幅に増やす（５割超）、②増やす（５割以下）、③現状とほぼ同じ、④減らす

8. 現在の証書価格の水準に対する見解ついて（いずれか一つ回答）

①比較的安価 ②比較的高い ③再エネ価値としては安すぎる

9. カーボンニュートラルに向け今後再エネ価値の高まりも考えられるが、現行の価格水準も上昇する場合、受容可能な証書の最低価格の引き上げ幅について（いず
れか一つ回答）

①0円/kWh ②＋0.1 ～0.2 円/kWh ③＋0.3 円～0.5/kWh ④＋0.6 円/kWh 以上

10. その他再エネ価値取引市場の制度におけるご意見等

73
ṕ2022 12 21 ) 9
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¸ 2030

¸ 2030

Ḳ153
Ḳ117

【参考】アンケート結果①使用電力における再エネ比率の現状と2030 年度の見通し

今後の再エネ比率引き上げの具体的方策について 者
74

פּ ṕPPA Ṗ 28
ṇ נּ 8

16
25 Ḳ151

0

20

40

60

80

100

120

0～20％ 20～40％ 40～60％ 60～80％ 80％超

2021 וֹףּ

ẑ ︣

0

10

20

30

40

50

0～20％ 20～40％ 40～60％ 60～80％ 80％超

2030 וֹףּ

ẑ ︣

73
ṕ2022 12 21 )
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【参考】アンケート結果②FIT 証書の購入理由と今後の調達方針

¸ FIT

¸ 2 6 5

Ḳ153Ḳ153

1%

38%

32%

29%

2 FIT

減らす

現状とほぼ同じ

増やす（５割以下）

大幅に増やす（５割超）

0 20 40 60 80 100

① RE100やCDPなど国際イニシア

ティブや株主対応のため

② 自社の環境配慮計画などに向けた取

組のため

③ サプライチェーンの脱炭素化など外

的環境の変化に対応するため

④ ①～③のニーズに対応したビジネス

を提供するため

その他

FIT ︣
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【参考】アンケート結果③最低価格の値上げに対する許容性①

¸ 0.1
5

¸ 11 11
0.1

6

48%

29%

18%

5%

最低価格の値上げ幅の許容レベル

（回答事業者数でみた場合）

0円/kWh

＋0.1～0.2円/kWh

＋0.3円～0.5/kWh

＋0.6円/kWh以上

38%

17%

44%

1%

最低価格の値上げ幅の許容レベル

(過去の証書調達量で重みづけした場合）

0円/kWh

＋0.1～0.2円/kWh

＋0.3円～0.5/kWh

＋0.6円/kWh以上

Ḳ153
27
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【参考】アンケート結果④最低価格の値上げに対する許容性②

¸

0.1
6

Ḳ153

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

比較的安価

比較的高い

再エネ価値としては安すぎる

現状の最低価格に対する見解と引き上げ幅に対する許容度との関係

0円/kWh ＋0.1～0.2円/kWh ＋0.3円～0.5/kWh ＋0.6円/kWh以上
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【参考】アンケート結果⑤その他本市場に対する主な意見等
¸

ṕJ
ṏ Ṗ

¸

ṕ Ṗ

¸

¸ CO2
ṕ Ṗ

¸ FIT

FIT FIT

¸

¸ HP FIT

¸

¸

¸ RE100 15

¸ FIT

¸
29
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30

【参考】海外の証書価格推移（北米REC価格動向）

¸ REC

¸ 2021 RPS Compliance
$40/MWh( 5.5

/kWh * )

¸

$6/MWh(0.8 /kWh * ) ṕẑ $1=140 Ṗ

DOEṡhttps://www.energy.gov/eere/wind/articles/land -based -wind -market - report -2022 -edition Ṣ

72
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９．今後のトラッキングの在り方

¸ FIT 2019 3
トラッキングの利便性の更なる改善 8 2022 ể

日本卸電力取引所（JEPX）に移管

¸ トラッキング需要
今後も着実な増加が見込まれる

¸ マクロ的に不足は
生じていない
ミクロ的な需給バランスにバラツキも見られる

¸

¸ 電源の性質によらず非
化石の価値が等しい 希望する電源の属性
状況を約定後に後付け

¸ 証書価格には、電源の性質に応じた価値の差異が反映されていない

¸

トラッキング手続に一定の手数料を取ることや、証書価格そのものに差
が生じるような方策（電源証明化）を検討することとしてはどうか

31
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申請条件

１０.（非FIT ）非FIT 証書における発電側と需要家の直接取引について

¸ FIT
ṕ Ḳ PPAṖ

FIT

32

ẑ1
ẑ2 2022 4
ẑ3 FIT FIP FIT 2022 4

FIT FIP
ẑ4

PPA FIT ẑ1

PPA FIT

対象電源

対象発電月 2022 4 ṕn Ḳn+2 Ṗ

- FIT

ẑ4

https://pr.biprogy.com/solution/lob/energy/non_fit/data/6_nonfit -nintei_juyoka - torihiki.xlsx

FIT JEPX
JEPX

その他条件

申請対象者

FIT ẑ2 FIP ṕFIT Ṗẑ3 FIT ṕFIT Ṗ

https://pr.biprogy.com/solution/lob/energy/non_fit/data/6_nonfit-nintei_juyoka-torihiki.xlsx


【参考】非FIT 証書における発電側と需要家の直接取引について

¸ PPA

PPA

¸ FIT FIT

¸

¸

非FIT 再エネ電源に係るコーポレートPPAの
取り組みに限り、一定の要件を満たす場合には、発電事業者と需要家における非
FIT 再エネ証書の直接取引を認める方向で検討を進めてはどうか

¸

Å FIT
JEPX
JEPX

Å FIT

59
ṕ2021 11 29 )
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¸ FIT
電源の更なる自立化のための措置

¸ PPAṕ PPA)

FIT

¸ PPA
需要家のニーズに委ねること

が妥当 対象の範囲における卒FIT 電源については、追加投
資の有無に関係なく認めることにしてはどうか。

¸ ṕ FITṖ
対象年度は2022 年度から

2022 年度以降に営業運転開始とな
る電源

ẑFIP

【参考】対象電源の範囲

34
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¸

¸ Ễ FIT FIT
FIP

¸ FIP FIT FIT

ẑ 4 FIP 6 FIP
129MW FIP

¸ FIP
FIT 需要家との直接取引を認めることとすれば、環境価値の取引方法の
多様化につながり、新たな再エネ導入に資する効果があると考えられる

¸ 新設FIP 電源又は2022 年度以降に営業運転開始となったFIT 電源が
FIP 電源に移行した場合に限り、発電事業者と需要家における非FIT 非化石証書の
直接取引を認めることにしてはどうかẑ

¸ FIP FIT
2023
ẑ 2022

【参考】FIP 電源に係る非化石証書の需要家直接取引について

35
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